
Ⅰ 人間福祉学研究科の教育目標と特色

今日、社会に暮らすすべての人が安心できる生活環境の中で暮らすために、「福祉のまちづくり」
の考え方に基づき、さまざまな施策が行われている。価値観が多様化し、高度に情報化され複雑化し
た社会の中で、「こころの健康」の維持と増進はますます重要な課題となってきている。一人ひとり
の幸せを実現するとともに、誰もが安心して暮らせる社会を実現するために、高度で専門的な知識や
技術を持ち、かつ研究できる社会福祉の専門家、心理臨床の専門家が求められている。

北翔大学大学院人間福祉学研究科は、人間福祉学部で培った知識技術を一層高め、社会福祉の現場
や行政・企業などからの要請に積極的に対応し、21世紀を担う指導者的人材の養成をねらいとして設
立された。2001（平成13）年4月に本学人間福祉学部第一期卒業生の輩出とともに、修士課程人間福
祉学専攻として生活福祉学コースおよび臨床心理学コースの2コースをもって発足、その後、2003
（平成15）年4月に生活福祉学コースと臨床心理学コースをそれぞれ「人間福祉学専攻」、「臨床心理
学専攻」として現在に至っている。「人間福祉学」（Human services）はアートであり、サイエンスで
ある。本研究科は、「人間の幸せとは何か」「本当の豊かさとは何か」を原点とし、かつゴールとす
る。

人間福祉学専攻では、生活に根ざした社会福祉学を基盤として、国の社会福祉基礎構造改革が目指
す21世紀型の福祉に対応した、利用者の生活支援を軸におく専門教育をねらいとしている。具体的に
は、利用者主体という視点に立つ、ソーシャルワーク、ケアワークおよび福祉サービス、福祉のまち
づくり、バリアフリー、ユニバーサルデザイン等に関する、専門的な理論や方法論を修得し、高齢
者、児童、障がい者福祉領域などの地域福祉計画に関わる政策制度に精通し、さらに生活課題に幅広
く指導的な対応ができる人材の育成を目的とする。

臨床心理学専攻では、心理学の基礎から応用に至る幅広い専門知識や科学的な分析能力を基盤とし
て、高度で専門的な臨床心理学の知識および技術を修得し、生活支援の視点を要求される心理臨床現
場において対人援助職としての役割を果たすことのできる専門教育をねらいとしている。具体的に
は、様々なこころの問題の背景としての社会福祉に関する理解を深め、臨床心理学に関する専門知識
を涵養するとともに、各種臨床現場において、アセスメント、心理療法・カウンセリングなどの心理
臨床活動を確実に遂行できる知識と技術を修得することを目指す。これにより、学校、病院および社
会福祉施設等、各種臨床現場で他の専門職との十分な連携を図りつつ、福祉マインドを持って臨床活
動に従事できる人材の育成を目的とする。

本研究科の教育研究の特色は、変化しつつある社会に即応して必要とされる理論および方法論の習
得だけではなく、倫理、技術および人間性をも含めた、実践的教育・研究の資質を高めることにあ
る。また、それは学部で培われた専門的知識および技術をさらに高度に向上させることによって、社
会福祉分野ならびに心理臨床分野における実践的な研究能力に加え、問題発見能力および問題解決能
力を有する高度専門実践者・研究者の育成を行う。

大学の学部教育までの段階は、先人の知の継承が大部分を占める。それは先達が切り開いた道筋を

人間福祉学研究科長 佐々木 浩 子 Hiroko Sasaki
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辿り、そこに記された道標を一つずつ丁寧に確認し、それを自らの知として身につける作業である。
しかしながら、大学院教育においては、知の継承に留まらず、知を創造することが必須である。知の
創造とは、身につけた知識と実践から得られた経験とによって、新しい糸を紡ぎ出す作業である。よ
り太く丈夫な糸を紡ぐためには、多様な知識と経験を必要とする。そして、紡ぎ出された糸は、新た
な知として社会へと還元されなければ意味をなさない。大学院修士課程では、2年間という短い期間
にこのような課題の達成を求められる。将来、社会福祉や心理臨床の指導的役割に立つ者として、プ
ロフェッショナル・アイデンティティの確立が求められる。目に見えるものではなく目に見えないも
のに目をとめ、変わらない原則・本質を探究するプロフェショナル、時代の変化につれて教育研究課
題も変わりつつある中、人権問題、家庭生活の変化、spiritualityへの希求、虐待など、時代の生み出
す新たな課題にも対応できるプロフェッショナルを目指してもらいたい。

人間福祉学研究科3つのポリシー
○ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

人間福祉学専攻：

ソーシャルワーク、介護福祉、精神保健福祉などの分野において、実践現場での諸問題を社会
システムと関連させ批判的・論理的思考力のもとに明確化し、科学的に解決していく能力、実践
の理論化に向けた調査・研究手法、社会に向けて表現する能力などを習得している。

臨床心理学専攻：

⑴ 基礎心理学の素養と臨床心理学に関する専門的な知識・技術を習得している。
⑵ 臨床心理学に関する研究課題を自ら設定し、専門知識と適切な方法をもって研究できる。
⑶ 生物・心理・社会の多次元にわたる広い観点から心理臨床を実践することができる。

○カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針）

人間福祉学専攻：

人間福祉学領域を基礎とした6領域を設定している。福祉を取り巻く人間・社会・制度に対す
る疑問を探求する姿勢および科学的に解決するための調査・研究手法、習得した知識やスキルを
統合し、問題の解決と新たな価値の創造につなげていく能力や姿勢を育成する。

臨床心理学専攻：

基礎心理学領域と臨床心理学領域の2領域を設定している。（財）日本臨床心理士資格認定協会
第一種指定大学院としてのカリキュラムを基本とし、基礎心理学・臨床心理学に関連する専門科
目、演習科目、実習科目を開設、理論にもとづく心理臨床の実践を統合的に学ぶ。

○アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針）

人間福祉学専攻：

⑴ 自らの経験を検証・理論化し、科学的な実践を目指す人。
⑵ 理想となる専門職像を再構成し、再び実践現場で活動したい人。
⑶ 将来、福祉関連分野における先駆者や指導者を目指す人。
⑷ 福祉関連諸問題を継続して追及したい人。
⑸ 社会福祉理論の深化を目指す人。

臨床心理学専攻：

⑴ 一人ひとりの尊厳を念頭に人間理解への深い関心をもち、広い視野にたつ心理援助職を目指す
人。
⑵ 臨床心理学の専門的な知識や技法を偏りなく幅広く習得したい人。
⑶ 時代の変化や社会的要請による新たな課題にも柔軟に対処できる心理援助職を目指す人。
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Ⅱ 生涯学習学研究科の教育目標と特色

昭和40（1965）年、ポール・ラングランは、ユネスコ成人教育推進委員会に提出した報告書に「教
育は、児童期、青年期で停止するものではない。教育は人間が生きている限り続けられるべきであ
る。」と述べている。我が国では、昭和46（1971）年、中央教育審議会が、その答申において「主体
性ある日本人の育成」を掲げる中で「生涯学習」の観点に立った教育体系の必要性を強調した。以
来、我が国をはじめ、世界各国の教育改革は「生涯学習」の視点に立った諸提言がなされている。中
でも、「21世紀のための教育および学習」について検討することを目的に設置されたユネスコ内部の
委員会「21世紀教育国際委員会」の報告書は特筆すべきものといえる。この委員会の委員長は、EC
委員長を努めたジャック・ドロール氏であり、平成8（1996）年4月、「学習：秘められた宝」と名
付けた報告書を公刊している。ドロール氏は、フランスのラ・フォンティーヌの寓話「農夫とその子
どもたち」からの一説を引用し、この報告書のタイトルにつけた謂われを説明している。つまり、
「労働の尊さ」を息子達に諭した父親の寓話から、「学習の大切さ」を説明するために、「労働」とい
う言葉を「学習」という言葉におきかえ、「学習の意義」を強調している。まさに、「生涯学習」は、
それぞれの人の中に潜んでいる可能性を開花させる活動であることを伝えている。

生涯学習学研究科の教育目標は、心身の健康増進を図り、生きがいのある人生を創造するという
人々の生涯学習を支援するために、教育学、心理学など幅広い人間科学的な素養の上に生涯学習の振
興に関わる高度な学識と指導力を身につけた専門家を育成することである。特に、生涯学習が教育政
策として重視されるにつれ、市町村ではまちづくりや地域の豊かな生活の創造を支える「人づくり」
が生涯学習の中心を占めるようになってきたことに対して、実践と研究を統合し、「生涯学習」を地
域における政策課題として企画・推進する資質、能力の育成に重点を置く。

本研究科の特色は4点である。1つは、急速な社会変化を背景として、大学・大学院に入学する社
会人、職業人の数が急速に増えてきていることに対して、柔軟なカリキュラム運営を実施しているこ
とである。2つは、社会における生涯学習・研究活動の多くが大学の教育・研究活動に依存する傾向
にあることに対して、大学の教育・研究活動に新たな視点を加え、その質を高度化し、今後の社会発
展に貢献するために、学際的な研究活動を認めていることである。3つは、今日の教育問題に対応し
うる観点から、社会教育、学校教育等の教育臨床場面において、専門的、指導的立場で対応できる資
格（専修免許・学校心理士）を身につけるための教育・研究を行うことである。4つは、それぞれの
領域において必要とされる授業科目を提供するだけでなく、学術研究の進歩に向けて、研究指導を重
視し、学位論文又は本研究科の目的に照らして適当と認めた特定の課題研究に取り組むことを可能に
していることである。

本研究科の基盤となる生涯学習システム学部は、2000年4月、「健康プランニング学科」と「芸術
メディア学科」の2学科でスタートした。「生涯学習」という言葉を学部名に用いた全国で初めての新
しい学部である。高等教育機関としての本学が、今後益々進展することが予想される生涯学習社会の
構築に積極的に貢献することを目的に設置したものである。2006年からは「学習コーチング学科」の
設置も認可され、3学科体制となり、2009年には健康プランニング学科を母体とした生涯スポーツ学
部が独立し、2013年4月には生涯スポーツ学研究科がスタートした。さらに、2014年4月には、これ
までの3学部から2学部体制に再編し、新たに教育文化学部を設置した。高等教育機関として、社会
の要請に応えようと設立・充実・発展してきた学部の教育・研究活動を深めることが本研究科に期待

生涯学習学研究科長 山 谷 敬三郎 Keizaburo Yamaya
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されていると考える。

最後に、先に挙げた「学習：秘められた宝」に述べられている今後の社会で必要とされる教育の基
本の4つの柱を紹介する。

1つは、「共に生きることを学ぶ（learning to live together）」ことである。これは、他者とその歴
史、伝統、価値観などに対する理解の増進と、それに基づいた相互依存の高まりへの認識と、将来の
危機や諸問題に対する共通の分析に支えられて、人々が協力したり、不可避な摩擦を知性と平和的な
手段で解決できるような新たな精神を創造することである。

2つは、「知ることを学ぶ（learning to know）」ことである。これは、科学の発達や経済社会の活
動の新たな形態がもたらした急速な変化を考えるとき、十分に幅広い一般教育（教養）と奥行きのあ
る専門分化の可能性を結合させることにおいて求められる。

3つは、「為すことを学ぶ（learning to do）」ことである。これは、学生や生徒が学校教育と並行
して労働体験や社会活動を行うことによって、様々な能力を試したり、発展させたりすることであ
る。これは、勉学と労働をいかに交互に配するかということが次第に重要な意味をもちはじめている
ことに他ならない。

4つは、「人間として生きることを学ぶ（learning to be）」ことである。人々はこれからの社会に
おいて、これまで以上に自律心と判断力をもって、人類共通の目的を達成するために、個人の責任を
一層強固にしなければならないからである。

先進諸国では、大学教育は大衆化時代を迎えている。それは、学歴社会から学習歴社会への転換を
意味する。つまり、何処の大学を出たかではなく、大学で何を学んだかが問われる時代への突入であ
る。それは、社会の変化が著しいことや科学技術の進展、高度情報化への加速化現象により、従来の
ように単に蓄積した知識の切り売りでは対応できなくなっていることの結果といえる。「知識の獲得」
と「知識の更新」、そして、「知識の活用」が問われているのである。本研究科で学ぶ皆さんが、今後
の社会の第一線で活躍するフロンティアとして活躍することを期待している。

生涯学習学研究科3つのポリシー
○ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）
人々の生涯学習の場や機会の時間的・空間的広がりや学習内容の深まり、学習要求の実現にとっ
て障害となる要因に対応するため、生涯学習の基盤としての教育学や心理学を理解した上で、具体
的学習活動に関する指導理論と実践の関係についてより深く教育・研究を行う。また、今日の教育
問題に対応しうる資質・能力の育成の視点から、社会教育、学校教育等の教育臨床場面において専
門的、指導的立場で対応できる能力を身につけるための教育・研究を行うことにより学位を授与す
る。
○カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針）
生涯学習の振興に資する専門職、及び研究者育成の目的から、生涯学習理論領域と生涯学習活動論
領域の2つの領域から教育課程を編成する。生涯学習理論領域においては、教育学、心理学、特別支
援教育関連科目を配置し、生涯学習に関する基本的、専門的教育・研究が可能となるようにし、生涯
学習活動論領域では、青少年教育から成人教育、運動スポーツ指導、美術・音楽指導の関連科目を配
置し、生涯学習振興に関する専門的教育・研究が可能となるよう教育課程を編成する。
○アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針）
生涯学習機関、団体、行政、企業等で生涯学習の振興に関する指導的役割を果たせるような高度で
柔軟な実践的、臨床的、研究的知識と企画力を併せ持つ専門職を目指す人材を求める。また、学校教
育、社会教育、矯正教育、教護施設等の各種専門職と連携し、幅広く活躍できる学校心理士を目指す
人材を求める。加えて、リカレント学習、教職専修免許状取得の機会を提供する視点から社会人、職
業人、卒業生の入学を期待する。
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Ⅲ 生涯スポーツ学研究科の教育目標と特色

本学に「生涯スポーツ学研究科」が設置されて3年目を迎えます。第1期生は順調に研究を完成
し、修士論文の審査を経て、晴れて修士となりました。
本学が所在する北海道の運動・スポーツの特徴は、積雪や寒冷に代表される冬季環境や長期に及ぶ
氷雪寒冷がプレッシャーでもあり特長にもなることです。我が国では平成22年に文部科学省が「ス
ポーツ立国戦略」を策定し、平成23年には国が「スポーツ基本法」を成立させるなど、全国民を対象
として国レベルでスポーツの普及機運が高まっています。「生涯スポーツ社会」への推進化が我が国の
重要な課題であり、そこで活躍できる人材の養成が求められています。

生涯スポーツ学研究科の教育目標
教育目標の1つ目は、冬季スポーツに関する学問を体系化してそれを発展・普及させられる人材を
養成することです。我が国冬季スポーツのおおよそ全種目の高度・超高度アスリートは殆どが限られ
た氷雪寒冷の地、中でも北海道から輩出されており、この地は競技者養成に先進しています。これら
トップアスリートの存在は、生涯スポーツ社会が進展すればその始まり部分を支える子どものスポー
ツ振興に重要な意味を持ちながら、そこからトップアスリートが輩出される好循環の機能が効果的に
高まる力になります。またスポーツの世界的な高記録や高度・超高度技術では、今日なお体力科学や
スポーツ科学では説明出来ない能力発揮がしばしば認められています。この現象は滑走・滑空を旨と
する冬季スポーツでは更に多発し、スポーツの高度の技術知識は言語化されていない経験知・暗黙知
で発揮されている事実も多くあります。本研究科が冬季スポーツの発展に貢献するためには、スポー
ツ科学の視点からこの経験知・暗黙知を言語化して理論や概念を明記することが必要です。これに
よって高度なスポーツ技術の一般の人々への理解の容易化が進められ、スポーツ活動への満足度向上
や、寒冷の地域を越えて更なるスポーツ人口の拡大と高度競技選手の養成に寄与できます。氷雪寒冷
圏域のスポーツ科学を進めて生涯スポーツ社会の深化・発展貢献を果たす目標の構想です。

2つ目の教育目標は、積雪寒冷気候がプレッシャーになって住民の身体活動が萎縮し、生涯スポー
ツ自体が狭小化することに対する解決手段を修得することです。平成19年度厚生労働科学研究の報告
では、全国的に北海道住民の歩行数は最低ランクであり、体脂肪指数（BMI）が最高（男）と第2ラ
ンク（女）でした。残念ながらこの傾向は現在も続いております。子どもでも同様で、北海道の子ど
もは体力水準は低く、肥満率が高く、小学4年生から中学1年生男子の肥満率は全国1位です。冬季
の積雪寒冷環境と生活の今日的機械化が相まって悪循環化する運動の貧弱化が、ストレスや高齢者の
運動不足など社会的・健康的・経済的（医療費）問題を増悪させ悪回転している北海道の現状があり
ます。運動不足とそれがもたらすストレスと生活習慣病、更に新たな加齢関連疾患に伴う高齢者福祉
等の社会的問題は、氷雪寒冷圏域の典型をなす北海道が抱える重要な問題です。この地域固有の健康
づくりを進める必要があり、そのためには氷雪寒冷圏域に特有の健康問題を正しく理解し、氷雪寒冷
環境を活かした運動を含めた対処法について分析する応用健康科学の視点が教育目標に加わります。
氷雪寒冷圏域に応用する健康科学を生涯スポーツ学の基盤に置いて進め、生涯スポーツ社会の深化・
発展貢献の役割を果たす教育目標の構想です。

3つ目の教育目標は、わが国のスポーツ政策課題の1つにあげられている指導者不足の問題に対し
て人材を養成し輩出することです。この問題は氷雪寒冷圏域である北海道において更に妥当し、特に
高齢化が進む過疎地域において顕著です。国民スポーツ振興の視点では、子どもから高齢者、また障
害者も含むあらゆる人へ、適切に運動指導できる能力を身につけた人材が求められます。特に子ども
の体力向上は重要な課題であり、学校教育と地域が連携した取り組みが必要です。氷雪環境の中で如

生涯スポーツ学研究科長 沖 田 孝 一 Koichi Okita
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何に運動するかを含め、北海道の豊かな自然、その特色を利用したスポーツ活動を推進する能力も重
視されます。また過疎地域では、地域住民の中から指導者を育成し生涯スポーツ社会の進展を図るな
ど、スポーツ指導体制を確立できる能力をもつ人材が必要になります。これら高い指導能力やマネジ
メント能力を持つ人材養成を、スポーツ教育学の視点が果たします。指導者育成のスタンドポイント
は、トップアスリートのセカンドキャリアの面にも重要な意味を持ちます。現役を退かれたトップア
スリートが自ら得た経験知に加えて科学的理論や効果的な指導スキルに基づいた指導ができるように
なれば、次世代選手の育成に好循環します。

さて、本研究科では生涯スポーツを「夫々のライフステージを通して、個人の興味・関心・年齢・
体力等に応じて実施するスポーツ活動」と捉えています。具体的には、幼年期における幼児体育、少
年期・青年期における学校体育や少年団活動・部活動、壮年期における社会人スポーツ、中年期・高
年期における中高齢者スポーツ等を扱う教育をします。青少年期には競技志向のスポーツが多く行わ
れます。競技スポーツは、生涯にわたるスポーツ活動の動機付けの誘因となり、体力向上や青少年の
健全育成に貢献する等の役割を担う側面があります。このような観点から本研究科では、競技スポー
ツは生涯スポーツとは不可分であると考えています。本研究科では、広い概念を持つ生涯スポーツ学
に対して次の3つの側面に重きを置き、夫々を分野化し、積雪寒冷環境に軸足を置きつつ以下に述べ
る立場に立って教育研究を進めます。先に述べた3つの教育目標は次の夫々の側面に符合していま
す。

・「スポーツ科学」的視点：スポーツ動作およびその上達過程を分析し理論化する。
・「応用健康科学」的視点：社会人・中高齢者スポーツの推進・振興に貢献する。
・「スポーツ教育学」的視点：幼児体育や学校体育の理論、スポーツ指導の理論を体系化する。

これら3つの視点によって生涯にわたるスポーツ活動を理論体系化し、年齢層やスポーツ技量の違
いなど各対象に応じた質の高いスポーツ指導・支援が可能な人材を養成することを目指しています。
また、人々のスポーツ志向には、体力向上志向、競技力向上志向および健康増進志向などの多面性が
あり、変化もします。このような志向に柔軟に対応するために、上記3視点の学問的な知見を縦横に
活用して、生涯スポーツ社会振興への貢献度を高めていけるクリエイティブな人材教育をします。

生涯スポーツ学研究科3つのポリシー
○ディプロマポリシー（学位授与方針）
北海道および氷雪寒冷圏域において、豊かな生涯スポーツ社会を発展させるために、氷雪寒冷圏
域に特有の気候環境的特徴をふまえ、スポーツを科学的に分析でき、地域住民の健康維持・増進活
動、スポーツ教育活動に貢献でき、高度な専門性を身につけて社会で指導的な役割を担える者に対
して学位を授与する。
○カリキュラムポリシー（教育課程編成方針）

院生の学習・研究段階に応じて基礎的素養の涵養と専門的深化を実現できるよう、教育課程を
「基礎教育領域」と「応用教育研究領域」の2階層構造で編成する。
「基礎教育領域」では、氷雪寒冷圏域を中心的対象とする生涯スポーツや環境・スポーツ適応協
関に関する科学的知識基盤を大学院レベルで構築する。「応用教育研究領域」でスポーツ科学、応用
健康科学およびスポーツ教育学の専門的素養を大学院レベルに特化・深化させる。
2領域の知識を統合させて、氷雪寒冷圏域の生涯スポーツの課題に対し科学的・専門的にアプ

ローチする能力の修得させる。研究指導では、複眼的な指導・評価体制を構築するために院生1名
につき指導・評価教員を各々2名以上配置するシステムを編成し、学位の質を保証する。
○アドミッションポリシー（入学者受入方針）
運動やスポーツ、健康に関する学術研究や科学的知識および専門的技能の修得に高い関心と熱意
をもった人材を求める。生涯にわたるスポーツ活動の推進や健康の維持・増進、生涯スポーツの振
興、指導者養成に対し、指導的な役割を担える人材を受け入れる。また、スポーツ競技者へのセカ
ンドキャリア、コーチ・指導者へのリカレント教育、保健体育科教諭への教職専修免許状取得等の
機会を提供する観点から、社会人の入学を積極的に受け入れる。
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